



Studies on a Hot Wire Anemometer 
Masaru DANNO and Yoshio HIRAMATSU 
The present paper deals with some improvements successfully introduced to an anemoneter 
by the authors. 
The sensitiveness of a hot wire anemometer is generally known to decrease as the air 
velocity increases. This， however， was improved to some extent by adopting the following 
method. Two pieces of Pt-wire for the hot wire， one in a parallel direction with the air current 
and the other perpendicular to .the former were stretched. Fluctuation of the pointer of the 
meter indicating the air velocity was minimized by applying an over-damped meter. Efforts 
were also made to minimize the error due to the voltage drop of electric source. The hot 










第 1図は熱線風速計の結線図である o 2本の熱線と 2本のマンガニン抵抗線でホイートストン・







































との関係を， 直線的lと近づける方法としては 15トーーナー - 一ー 一一一ー l 司戸 寸







論的にも従来相当検討せられJ れを用いた熱 :--~ll=三一二二三日'_~ i_i 












実担uしようとする気流は一般にたえず変動している O 第5図 目盛の比較
一万本器に使用している白金線は直径が非常に小さいから熱容量が小さしそのため気流の変動に
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で，同区1(a)は風速 2?n/sのときの結果で， (b)はJfiL40.56 rn/s にしたときの結果である G こ
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前述のように熱線を気抗に平行lζ置き， しかも風速 19n/s程度の場合であるから， つぎにこの条件








1 !ζ電磁.オッ νログラブの尖際の氾以ツ: Jn' ~ 1 '~5:\i滋オッシログラフによる J行 ;j~の
thが示しである。この rj-Iの山総 Iは1l!}I-¥J ふらつきの，:ctfi












































































認めれば r=7 nのとき Rを 100nとすることができ，Rの'屯流を充分小さく(約20mA)する
ことができ る。つぎに Fの条件の下で感度を品大にするためにはブ リッ ジの電流らに与える指針の
!1!'!lUJを最大とすればよく ，それには1'!/(こ加わる屯)Jを品大ならしめればよい。今第11図lζ示すよ
うにブリッジの抵抗を ηn ， 電訪日電 J f: を eV ， 一辺の m:; ~:/L を 1' - L11' とすれば ら は Kirchhoff の法
WJを;適用して次式で 'j.えられるつ










そこで電流計の内部抵抗は約 50nが適当である乙 とが分る O
上述のようなホイ トー ストン ・ブ リッ ジは千年通一-['-平衡状態におけば全電抗が変化しても平衡が
破れないよう に忠われるが，実際lζは熱線の抵抗，品li皮係数および張られている状態，熱線の周り
の状態などの条件によって，電Mtisf.'!':か変化 しでもブ リッジの、|λ衡が破れるのが昔通である。--プj




lにζより ，熱線の抵抗{直の経年変化をのぞく乙とができた。 との均年按器は符量 10μFの蓄電器を電圧










も 1!!付見し í~1 る秤 j庄であろうと忠わü る D
9. 試 作
写ょ'{2 ，;よ{ノド した熱線風jaL7!'
以 tの某礎的研究に基いて :f}!.'~ 2 に ノドすような風速計を ，;式 fl : した 。 つ-，ì伝んだ電流 ~ I のたはブ リ
ッジ電流を測るもので両被風速が!I椛られており，イiは総電流を測るものであるO 計器のた側tc置




2 本の補 IEIH-l 帝京があるのほ lil. {，~u) 凶挽スイッチにより
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